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Library and Information Science. 2015, no. 74

三田図書館・情報学会　2015年度研究大会

三田図書館・情報学会 2015年度研究大会は，以下の日時，場所で開催された。
　　日時： 2015年 11月 14日（土）9：30～ 17：50
　　場所：慶應義塾大学三田キャンパス  北館ホール

大会のプログラムは下記の通りである。

9：30～ 10：50　セッションⅠ
  司会：杉江　典子（駿河台大学）
   橋詰　秋子（国立国会図書館）
 1．専門的 Q&Aサイトにおける質問行為の分析 
   田島　逸郎（慶應義塾大学大学院）
 2．Digital Humanitiesにおける共同：歴史学研究を対象に
   南　友紀子（慶應義塾大学大学院）
 3．知識は検索できるのか
   若宮　　俊（慶應義塾大学大学院）
   岩瀬　　梓 （慶應義塾大学大学院）
   南　友紀子（慶應義塾大学大学院）
   宮田　洋輔（帝京大学）
   石田　栄美（九州大学）
   倉田　敬子（慶應義塾大学）
 4．Johann Emerichのミニアチュア・インキュナブラ出版
   西川　　和（慶應義塾大学大学院）

11：00～ 12：20　セッション II
  司会：立石亜紀子（横浜国立大学附属図書館）
   原田　隆史（同志社大学）
 5．アクセスログに基づく DOIリンクの参照状況の分析： JaLC DOIを対象に
   吉川　次郎（筑波大学大学院）
   高久　雅生（筑波大学図書館情報メディア系）
   武田　英明（国立情報学研究所情報学プリンシプル研究系）
   逸村　　裕（筑波大学図書館情報メディア系）
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 6．漢籍における著作間の関連の種類：『史記』を例として
   木村麻衣子（学習院女子大学（非常勤））
 7．  音楽資料に特化したMARCデータを対象とした「著作」および「表現形」
の人手による同定： OPACの FRBR化のための機械的同定に向けて

   金井喜一郎（昭和音楽大学短期大学部）
 8．  韓国における学部生を対象にした情報リテラシー教育プログラムの設計および
効果

   Youn You-Ra （Dong-Eui University）
   Lee Eun-Ju （Dong-Eui University）

13：20～ 13：30　学会賞授賞式 

13：30～ 14：30　橋本孝先生記念講演
  演題：データベースと情報探索に魅せられて
  講演者：三輪眞木子氏
  （放送大学教養学部教授，総合研究大学院大学教授）

14：40～ 16：20　セッション III
  司会：石原　眞理（神奈川県立図書館）
   大谷　康晴（日本女子大学）
 9．  長野県 PTA母親文庫における「自立のための読書」の位置づけ：「創作 
グループ」の事例から

   山崎　沙織（東京大学事務部）
10．学校の中の読書：制度的読書実践とその休み時間とのかかわりに注目して
   團　　康晃（東京大学大学院）
11．  日本の公共図書館のアウトリーチ・サービスにおける「図書館を届ける活動」
の意義

   久保田正啓（筑波大学大学院）
12．米国の州立図書館における行政支援サービスのベスト・プラクティス調査
   徳安　由希（筑波大学大学院）
13．公共図書館の多文化サービスを通した地域創生
   照山　絢子（筑波大学図書館情報メディア系）
   小泉　公乃（筑波大学図書館情報メディア系）

16：30～ 17：50　セッション IV
  司会：新見　槙子（東京大学農学生命科学図書館）
   横井　慶子（東京大学総合図書館）
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14．大学生の大学図書館の利用はどのように変化するのか
   三根　慎二（三重大学人文学部）
   上田　修一（立教大学文学部） 
15．アメリカの研究大学における大学院生のための図書館サービス
   佐藤　　歩（成蹊大学図書館）
16．大学図書館のための評価メトリクスの策定
   隋　　亥華（慶應義塾大学大学院）
17．短期大学の使命と図書館：第三者評価結果による分析
   山下　樹子（慶應義塾大学大学院）

17：50　閉会・ベストプレゼンテーション賞投票用紙回収


